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目的　日本人女子大生は自己の身体に対する満足度が低く，高身長，豊かな胸，細いウェ

ストに対する願望が強いことがわかっている1)そして，このような若い女性の心理をあ

おるように，バストやヒップの整容効果を強調する下着が市場に出回っている．本研究で

は，女子大生が自らの理想的身体像に近づく手段として，ブラジャーの整容効果にどの程

度の期待を寄せ，購入・着用しているのか，また，それらの体型補正効果が実際にはどの

程度であるかについて検討した．

方法　まず, （1）ブラジャーの選択，購入，着用に関する実態調査として，平成6年10月，

女子大生300名を対象に質問紙によるアンケートを行った.この結果を昭和63年の調査結果

と比較して考察した．次に, （2）平成6年11月，女子大生37名を被検者として，市販のブラ

ジャー2種（ワイヤー入り，バストアップ）を着用した場合の補正効果を,三次元曲面形状

計測装置（VOXELAN）により計測し,検討した．ほぼ裸体とみなせる薄手キャミソール着用

時を基準とし，「乳頭間幅」および「頚寓点から乳頭位高までの長さ」，すなわち，正面か

らみた乳頭の位置がどの位内側に，高く移動するかを計測し，補正効果を検討した．

結果　1.平成6年の調査結果は昭和63年のそれより.Aカップ着用者が約40％減少し，反対

にＣおよびＤカップ着用者が約30％増加している．バストサイズに満足していない人にバ

ストアップブラジャー着用者が多いが，バストアップブラジャー着用後の効果は自分では

わからないと答える人が50％を超える. 2.キャミソール着用時と比べて，ブラジャー着用

時では乳頭間幅は狭くなり，頚高点から乳頭位高までの長さは短くなる.
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2Ka－6 タイプの異なるブラジャーの着装効果について
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　目的　体型の整容を目的としたブラジャーは、少女期から老年期までと幅広

い年齢層の女性に着装されているファンデーションである。本研究では、若年

女子を対象にブラジャーの着用実態を把握し、タイプの異なるブラジャーを選

定して着用実験をおこない、乳房形状の変化および整容効果について検討した。

　方法　ブラジャーの着用実態について、18～25才の女性（450人）にアンケー

ト調査を行った。着用実験については、カヅプサイズの異なる被験者を選び、

未着用時と着用時における乳房の形状、寸法、並びに衣服圧を測定した。実験

試料のブラジャーは、1/2、3/4およびﾌﾙｶｯﾌﾟの３種類である。実験機器は、ス

ライディングゲージ、シルエッター撮影機及び衣服圧測定器である。

　結果　乳房形状の変化について、ブラジャーのタイプ別では3/4カヅプに、体

型別ではＡ、Bカソプが僅少であったが、Ｃカップ体型についrてはバストアッ

プの効果が認められた。乳房を寄せる効果については、3/4カップのブラジャー

に認められた。

204


